
新 0日 本史入門 近世から近代へ (第2回) 2010年 10月 16日

享保と寛政の改革

1,元禄文化

①江戸前期の文化       【資料 1】 【資料 2】 【資料 3】 【資料 4】

桃山文化の影響→鎖国→独自の文化―元禄文化 (17C末～ 18C初 )

上方町人が担い手―現実主義的傾向―美術や芸能  合理的な精神―儒学や古典

②儒学と学問

朱子学=大義名分一封建的な身分秩序

林羅山 (藤原慢省の門人)ら一族→湯島の聖堂と付属の学問所

南学一野中兼山・山崎闇斎 (垂加神道)

陽明学三中江藤樹・熊沢蕃山一革新的な精神

古学派=孔子や孟子の教えにもどる一山鹿素行、伊藤仁斎 。東涯、荻生役徳

諸藩の学問=水戸学―水戸藩主徳川光囲一『大日本史』

加賀藩前田綱紀―『東寺百合文書』の保護

諸学問の発達 和算=関孝和 天文学 。暦学=安井算哲 (渋川春海)一貞享暦

山鹿素行=『武家事紀』、新井白石=『読史余論』

古典の研究=僧契沖―『万葉集』、北村季吟―『源氏物語』・『枕草子

③文学と美術

俳諧=西山宗因―「談林風」→松尾芭蕉―「蕉風俳諧」―「奥の細道」

浮世草子=井原西鶴―『好色一代男』・『 日本永代蔵』・『世間胸算用』

人形浄瑠璃=近松門左衛門―『曽根崎心中』 (世話物)・『国姓爺合戦』 (時代物)

歌舞伎=女歌歌舞伎 。若衆歌舞伎→野郎歌舞伎―市川団十郎・坂田藤十郎

建築=桃山文化の影響一日光東照宮・狩野探幽 (永徳の孫)

数寄屋造リー桂離官 (書院造り十茶屋)    `
絵画=本阿弥光悦、俵屋宗達、尾形光琳 (琳派)一書画と蒔絵

こ  浮世絵=菱川師宣→本版画

陶芸=有田焼一酒井田柿右衛門 (赤絵)、 野々村仁清、尾形乾山

染物=宮崎友禅一友禅染め

2,享保の改革

8代将軍吉宗―将軍権力の復活と財政再建=享保の改革→家康の政治が理想

武芸の奨励と質素・倹約

足高の制一人材登用  大岡忠相・田中丘隅ら

上米の制―参勤交代の半減  【資料 5】

農村の復興―質流れ禁止令   定免法     |
新田開発 (町人請負新田) 【資料 6】

殖産興業一甘藷・朝鮮人参などの栽培―実学の奨励

相対済し令               【資料 7】

公事方御定書 (1742)  下巻 「御定書百箇条」 【資料 8】
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目安箱 。小石川養生所 。町火消

享保の飢饉 (1732)一 「うんか」の発生―稲作が大被害―江戸で初めての打ちこわし

3,田 沼時代

①田沼の政治

10代将軍家治―田沼意次、側用人から老中ヘー商人の財力を利用して財政再建

株仲間の公認拡大←運上金 。冥加金

座の設定―幕府の専売品  銅 。鉄 。真鍮・朝鮮人参など

町人請負新田一印藩沼 。手賀沼の干拓

俵物の輸出←金・銀の輸入                【テキス ト p187】

蝦夷地の開発 とロシアとの交易を意図←工藤平助『赤蝦夷風説考』―俵物の産地

結果→商業活動の活発化、商人の地位の上昇

賄賂の横行、武士の気風の須廃     【資料 9】  【資料 10】

諸藩=商品作物の奨励一国産品の指定→専売制

藩札の発行

②百姓一揆の激化 と天明の飢饉

商品作物への課税や統制→百姓の年貢減免要求や課税軽減要求

幕府・藩は認めず→百姓一揆の激化、打ちこわしも一義民の登場  ■串1コ

1782年 一浅間山の噴火→天明の飢饉へ 1787年 =大坂 。江戸の打ちこわし

百姓一揆の頻発  越訴や一揆は原則禁止

初期―村役人の代表越訴  18世 紀―惣百姓一揆    【資料 H】 【資料 12】

4,寛政の改革

①松平定信の政治

1787年 、松平定信老中に一封建秩序の回復 と財政基盤の安定

秩序の回復  ′物価引き下げ、米の買い占め禁止

棄捐令   【資料 13】

寛政異学の禁   聖堂学問所→官立の昌平坂学問所  【資料 14】

厳 しい風俗・出版統制→山東京伝・蔦屋重二郎らの処罰

経済政策   献金の廃止、二朱銀の鋳造、江戸周辺の上酒の製造

都市政策   人足寄場  【テキス トp191】  〔
'神

2〕

七分金積み立て制度  【テキス トp190】

農村政策   有能な代官の登用、旧里帰農令、社倉 。義倉・囲米

②農村の荒廃と藩政改革     【資料 15】

耕地の荒廃→年貢収納の減少―藩財政の窮乏化

藩政の改革―赤子養育法・備荒貯蓄制度

国益政策一国産品の奨励と専売制

教育政策一藩校と郷校   【資料 16】

名君の登場一米沢藩 。上杉治憲、秋田藩・佐竹義和、熊本藩・細川重賢

5,外圧の激化と蝦夷地の防衛     【資料 17】

ヨーロッパ列強の日本接近一イギリスとロシア

ロシアー毛皮の確保のために北太平洋へ→ 18C、 千島列島から蝦夷地ヘ
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1792年 、ラックスマン、根室で通商を求める←幕府は拒否

林子平―蝦夷地開発 と海防を主張―『三国通覧図説』『海国兵談』 【資料 18】

対外政策―蝦夷地探検→最上徳内・近藤重蔵・間宮林蔵  蝦夷地の直轄化   ,
レザノフ、長崎へ (1804)← 幕府拒否 ロシア船の蝦夷地出没

フェー トン号事件 (1808)→ 長崎侵入  欧米列強間の紛争

ゴローニン事件 (1811)ゴ ローニンの監禁←高田屋嘉兵衛の抑留



【資料 1】 江戸前期の学者とその業績

1学  者 業  績 (著書)

F塵劫記』

『 発微算法』(和算)

貞 享 暦・幕府天文方

『華夷通南考』『町人憂』『百姓憂』

『西洋紀聞』『釆覧異言』

陰陽五行説の観念医学

古医方の提唱

南蛮医学→洋式医学

『蔵志』(人体解割1書 )

【資料 4】 、新井白石の天下九変五変論

| ノ藝『翼菖
`J傷

::き璽発薫馨冒

`整

、)募|(1喬歪≦撃7F量奮菫軍真繊層薫:五塗習
テ,外祖良鴛④摂政ス。是外戚⑤専権ノ始(一変)。 基経⑥外舅ノ親ニヨリテ陽成○ヲ

廃シ,光孝ヲ建シカバ,天下ノ権藤氏二帰ス。其後関白ヲ置キ,或ハ置ザル代③アリ

シカ ド,藤氏ノ権オノズカラ日々盛也(二変)。 ……武家ハ源頼朝幕府ヲ開テ◎,父子

三代天下兵馬ノ権ヲ 司 レリ⑩。凡三十三年 (一変),平義時①承久ノ乱⑫後天下ノ権

フトル。……後醍醐中興⑩ノ後源尊氏①反シテ天子蒙塵○,尊氏光明院⑥ヲ北朝ノ主

トナシテ, ミズカラ幕府ヲ開キ子孫相継デ十二代ニヲヨブ。……足利殿ノ末織国家①

勃興シテ将軍①ヲ廃シ,天子⑩ヲ 扶 ミ天下二令セント謀リシカド,事未ダ成ラズシ

| テ凡十年ガホ ド其臣光秀二積セラル④              『読史余論』④

図 ①北畠親房の著。この部分を空欄とした出題もねらわれやす

い。同書の内容と性格も確認しよう。 ②光孝天皇 ③清和天

皇 ④藤原良房。842年 の承和の変,866年 の応天門の変で伴・

橘・紀氏ら他氏を排斥した。 ⑤母方の規戚 ⑥藤原基経

⑦陽成天皇 ③醍醐天皇・村上天皇の代(延喜・天暦の治)。

③ n92年  ⑩武家の棟梁として征夷大将軍となった。 ①北条

義時。北条氏は平氏を称した。 ②討幕の兵をあげた後.鳥 羽・土御門・順徳の 3上皇は配流,市裸

天皇は退位となった。 ③後醍醐天皇は記録所を設けて建武の新政を行った。 ①足利尊氏。足利
`を源氏を称した。 ⑮天皇は都を追われて逃亡した。 ①光明天皇。 ③織田信長 ○足利義昭

⑩正親町天皇 ⑩明智光秀が本能寺の変で織田信長を討った。 ④新井白石の著。

【資料 6】 【資料 5】
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【資■ 8】【資料 9】
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各
色
の
石
菖
ど

大

小

［̈^
〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

と
な
く
持
ち
こ
み
、
大
な
る
坐
敷

一た一ば
講
は
ヽ
す
き
間
も
無
く
並
べ
た
て
ゝ
取
扱
に
も
あ
ぐ
み
し
と
い
ふ
。
そ

の
頃
の
風
儀
か
く
の
ご
と
く
ぞ
あ
り
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甲
子
夜
イじ

出
羽
、
陸
奥
の
両
国
は
、
常
は
豊
饒
の
国
な
り
し
が
、
此
年
は
こ
減
配
引
か
へ
て
取
わ
け
の
不
熟
に
て
、
南

静
、
津っ
朝
´
至
り
て
は
、
余
所．
よ
り
は
甚
し
く
…
…
鑢
子こ
兄
弟
を
見
棄す
て
我

一
ぃ
と
他
領
に
躍
さ
ま
よ
ひ
ヽ
な

げ
き
食
を
ヶ
ふ
。
さ
れ
ど
行
く
妊
々
も
同
じ
鋳
饉
の
折
か
ら
な
れ
ば
…
…
可
ｌ々
ｄ
刊
川
ヨ
刊
ズ
流る
財
共ｒ
劇
酬
列
‐

「
Ц
劇
「
又
出
で
行
く
事
の
か
な
は
ず
し
て
残
り
留
る
者
共
は
、
剣
翻
測

キー
刷
則
知
脚
躙
Ⅲ
剛
劉
悧
引
引
劇
コ
『

は
尽
果
て
、
先
に
死
た
る

剛
ね

も日
馴
儡
「
国
剣
ｄ
プ
由
、
或
は
小
児
の
首
を
切
、
頭
面
の
皮
を
剥
去
り
て
焼
火

の
中
に
て
焙
り
焼

．
ル
ギ
の
わ
れ
め
に
箆
さ
し
入
、
脳
味
噌
を
引
出
し
、
草
木
の
根
葉
を
ま
せ
た
き
て
食
ひ
し

人
も
有
し
と
也
。　
…
…
又
或
人
の
語
り
し
は
、　
其
こ
ろ
陸
奥
に
て
何
が
し
と
か
い
へ
る
橋
打
通
り
侍

，
し
に
、

其
下
に
盤
た
る
人
の
死し撚
あ
り
、
是
を
切
誂
、
腱
の
内
、
盤
に
齢
役
だ
有
し
故
、
何
に
な
す
ぞ
と
訃
は
れ
ば
、

是
を
草
木

の
葉
に
熊

て
大

の
肉
と
ぁ

篤
き

て
配
♂
な
り
と
答

へ
し
由
、
・・―
・お
そ
ろ
し
か
り
し
年
な
り
ｔ
ン

（後
見
草
）

【資料 lo】

【資料 12】
姓―揆 グラフ (青木虹二「

([筆撃勇房臭重「雲:祟拿
区切リ

江
戸
　
大
坂
に
打
こ
わ
し
（
一
人
六
六
）
慶
応
２

大
坂
　
江
戸
に
打
こ
わ
し
（
一
七
八
七

）

天
明
の
大
飢
饉
２

七
八
二
―
八
七
）

上
州

・
武
州

の
天
狗
騒
動
二

七
六
四
～
五
）

【が
羊

〓
】

―

瀬

元

和

飢
饉
三
五
　
大
飢
饉
二
一

ｏ
は
近
世
の
三
大
飢
饉

一
六

一
九

（
元
和
五
）

四

一
（音
や
水
一
八
）

四
二

（寛
永

一
九
）

六
六

（寛
文
六
）

六
九

（寛
文
九
）

七
四

（延
宝
二
）

七
五

（延
宝
三
）

七
九

（延
宝
七
）

八
〇

（延
宝
八
）

八
二

（
天
和
二
）

一
七
〇
二

（
元
禄

一
五
）

一
〇

（宝
永
七
）

二
一
（享
保
六
）

●
三
二

（享
保

一
七
）

四
九

（寛
延
二
）

五
七

（宝
暦
七
）

０一”疵一彗卿工一

一
人
二
五

（文
政
八
）

●
三
六

（
天
保
七
）

全

八
一一三
―
三
七
）

久
留
米
大

一
揆
２

七
五
四
）

早
保

の
大
飢
饉
〓

上
野
礫
茂
左
衛
門
に
よ
る

一
揆
２

六
八

一
）

下
総
佐
倉
惣
五
郎
に
よ
る

一
揆
〓

六
五
三
）

慶
安
の
御
触
書
２

六
四
九
）

島
原
の
乱
２

六
三
七
）

大
坂
夏
の
陣
■

六

一
五
）

一
八
六

一
―

一
八
六
七

一
八
五

一
～

一
八
六
〇

一
人
四

一
～

一
八
五
〇

一
人
三

一
～

一
八
四
〇

一
人
一
〓

１

一
八
三
〇

一
人

ニ

ー

一
八
二
〇

一
人
０

一
―

一
八

一
〇

一
ｔ
九

一
１

一
八
〇
〇

一
七
八

一
～

一
ｔ
九
〇

一
ｔ
ｔ

一
１

一
七
八
〇

一
七
六

一
１

一
ｔ
ｔ
Ｏ

一
七
五

一
～

一
ｔ
六
〇

一
七
四

一
１

一
七
五
〇

一
ｔ
三

一
―

一
七
四
〇

一
ｔ
一
〓

―

一
十
三
〇

一
七

二

～

一
七
二
〇

一
七
〇

一
１

一
セ

一
〇

一
六
九

一
―

一
ｔ
Ｏ
Ｏ

一
六
八

一
～

一
六
九
〇

一
六
七

一
～

一
六
八
〇

一
六
六

一
～

一
六
七
〇

一
六
五

一
―

一
六
六
〇

一
六
四

一
１

一
六
二
〇

一
六
三

一
～

一
六
四
〇

一
六

一
一
～

一
六
二
〇

一
六

〇

一
～

一
六

一
〇

一
二

九

〇

１

一
六

〇

〇

○
「
お
酔
¨
ヾ
Ｈ
聖
含
８
０

０
卜
蝙
潔
澱
酎
苺
コ
含
３
じ

ヽ
の
ぶ
十
１

◎
≫
噸
米
０
汁
―
瀬
（
ヽ
Ｒ
）

○
ド
≧

・
昇
≧
０
洲
さ
鋼
せ

含
゛
い
ヽ
―
い
）

こ
か
メ
剛
時
■

・
「
回
濠
却

嘩
耐
ｃ
＝
離
”
＝
漱

卜
醸
ョ
針
０
「
＝

〓
か
＞
０
≫
腑

■

・
「
回
瀬
加

（こ
か
卜

・

置
け
回
０
河
響
き
）

(1590-1600 1861-67以 外 はすべて10年毎に区切 ってある )
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肇
寛
．始
ボ
』
響
川
川
「
畑
Ｆ
協
え
　
，

場
度
緋
農
癒
嘴
鯛
旗
本
征
家
人
朧
手で
耐
押
械
が
た
め
、
配
麟
∞

蔑
御
甲
金
仕
ぉ
御
改
正
仰
せ
出
さ
れ
候
事

、
御
旗
本
御
家
人
藤
従
蛸
よ
り
借
入
金
帥
む
つ
詭
ま

きヽ■
年

，
一
［
．「
日
績
市
蘭
尚
蝙
眠
ォ
「
曝

‐
　

　

ヽ

蔵
宿
共
よ
り
借
入
金
利
層
の
儀
は
、
き耐

衡
が
壱
両
二
付
」
輝
親
プ
が
撫
り
ヽ
利
下
ゲ
申
し、

渡
し
侯
間
、
借
り
方
の
儀
は
ふ
轡
の
通
り

‐
蔵
宿
と
橋
赫
に
致
九
べ
き
事

条
苅
刺
罰
魂
判
■
■
計
「

、
旧
来
の
借
金
は
勿
記
、
六‐
刻
倒
囲
削
鳳
悩
ま‐
「
二‐
問
議
口
鋭
辞
嘲
「

り
相
心
得
べ
き
事

凱
雌
異‐、
戦
の
禁

学
派
維
持
ノ
儀
に
付
申
達

　

　

林
大
学
頭
え

朱
学
の
儀
は
、
慶
長
以
来
御
代
々
御
信
用
の
御
事
に
て
、
已
に
其
方
家。
、
代
々
右
学
風
維
持
の
事
仰
せ
付
置

れ
候
儀

に
候
得
者
、
油
断
無
く
正
学
相
励

み
、
門
人
共
取
立

て
申
す

べ
き
筈

に
候
。
然

と
延
通
剣
翻
「
剥
倒
創
列

灯
ｄ
罰
期
剣
制
¶
コ
劉
物
流
．彿
刊
則
倒
測
硼
列
側

暴
ざ
潤
創
列
「

全
く
正
学
ゴ
微び
の
ゆ
え
に
候
哉ゃ
、
甚
だ
相
済す
ま

ぎ
る
事
に
て
候
．其
方
門
人
共
の
内
に
も
、
右
体
、
学
術
純
正
な
ら
ぎ
る
も
の
「
折
節
は
こ
れ
有
る
様
に
も
相
聞

え
、
妃
静
に
候
。
嬌
度‐
獣
菫
鯛
馴
制
劇
到
Ц
側
劃
信
らｉ
川
司
馴
酬
馴
翻
「
耐
翻
日
鵬
蘇
潮
「
川
翻
副
耐
Ｊ
年
り

ぬ
偉
事
口
候
律
都
ヽ
麟
を
嚇
識
申
し
談
じ
、
舗
麟
剛
川
劇
到
引
劉
利
到
ｕ
「
鵜
又
、
自
円
―こ―
田
引
到
ば
』
Ｌ
引

容１

目
艶
彗
ィ

タ
コ
謝
倒
倒
創
劃
利
創
瓢

一
七
九
〇

寛
政
二
年
五
月
十
四
日

（徳
川
禁
令
考
）

天
明
の
大
飢
饉

―
―
―
―
―

出で
羽ゎ
、
自
奥っ
の
両
国
は
、
常
は
獣
魔
が
国
な
り
し
が

ぃ
ぎ

食津っ魏
乞こ‐こ。轟
「
】
日
ｒ

行余ょく所そ知
型
螂
陣
」
は
齢
¨
腋

せ
し
由
、
又
出
で
行
く
事
の
か
な
は
ず
し
て
残
り
留
る
者
共
は
、
旬
ぉ
、
剖
Ч
ｑ
ｑ
阿
川
劇
剣
倒
ｄ
川
日
例
ｄ

＝
雄
和
て‐■
剌
閥
副
釧
劉
■
肇
ね

を
‐列
劇
ｄ
劇
劉
ｄ
Ｊ
副

ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
レ
ー
ー
ー
ー
ヽ
■
・―■
‐１１
１
１
１
＝
Ｉ
　
　
Ｌ
ば
■
，――
―
＝
―
彙
”
τ

劇
遂
果は
、
「
州
ｄ
洲
釧
割
■
熙
ねち御

細
倒
＝
劉
剣
劇
ｕ
劇
、
剣
測
川
州
ｄ
創
引
切
、
頭
面
の
皮
を
刺
去
り
て
焼
火

叫
朝
日
で
縣
り‐
燃
一
費
ぎ
の‐
冽
潤
洲
ぼ
雛
さ‐
Ц
川
、
剛
嚇
嘩
日
引
酬
ｕ
、
朝
利
の‐
樹
刻
引
劃
Ｊ
た
き
て
食
ひ
し

人
対
税
し，
日
日
。
…
…
又
或
人
の
話
り
し
は
、
其
こ
ろ
陸
奥
に
て
何
が
し
と
か
い
へ
る
橋
打
通
り
侍

，
し
に
、

其
下
に
餓
た
る
人
の
死
骸
あ
り
、
是
を
切
割
、
股
の
内
、
藍
に
盛
行
人
有
し
故
、
何
に
な
す
ぞ
と
問
侍
れ
ば
、

是
を
草
木
の
葉
に
郊
て
大
の
肉
と
ぁ
篤
き

て
配
が
な
り
と
答

へ
し
由
、
…
…
お
そ
ろ
し
か
り
し
年
な
”
ｔ
ン

（後
見
草
）

む
倒
網
側
剣
劃
別
剰
ｄ
引
籍
概
の◎
撫

（御
触
書
天
保
集
成
）

f資料 16】

著 名 な 藩 校

※印は農村の子弟も対象とした。

著 名 な 私 塾

〔秘 1〕

鋼23

水
婚

熊
萩 ″

岡
各

会 米 仙

戸 島 本   山 屋 津 沢 台
藩

一

養

賢

堂

興

譲

館

日

新

館

明

倫

堂

花
畠
教
場

閑
谷
学
校

明

倫

館

時

習

館

造

士

館

弘

道

館

校
　
　
名

氏  名 発 生 年 容内

”操
“郎
“
門
”助

一』一̈一中一一

1652(承応元)年

1654(承 応 3)年
1681(天 和元)年

1686(貞享 3)年

若狭(福井県)小浜藩の重税への強訴

下総(千葉県)佐倉藩の苛政に直訴

上野(群馬県)沼 田藩の非法を直訴

信濃(長野県)松本藩の誅 求 への強訴

▲代表的な義民たち

場所 :人  :物 : 塾 名: 区 分

螂
肛
劫
雛
炉
麺
Ｆ
翡
漸
炉
萩

斎

樹

庵
山

窓

沢

庵

朴

卜

長

胤

陰

仁

藤

石
竹

淡

玄

洪

玄

ル
宣

篤

松

ボ

藤

江

宅
井

瀬

槻

方

東

・
居

田

田

伊

中

三
中

広

大

緒

伊

シ
本

平

吉

古 義 堂

藤樹書院

懐 徳 堂

［舞］審］義̈壽榊

鮮

″

　

″

　

″

鮮

″

″

″

畔

″

一
般

10ぞ うり 17髪 結
11なa■1 18大 工

14銭  1旨  21米つ

12百  姓  19左
13や  り 20人

▲江戸石川島の人足寄場のようす



【資料 18】

海

　

防

　

論

当
世
の
俗
習
に
て
、
異
国
船
の
入
津

ハ
長
崎
に
限
た
る
事
に
て
、
別
の
浦
江
船
を
寄
ル
事
は
決
し
て
成
ら
ざ

る
事
卜
思

へ
り
。
実
に
太
平
に
鼓
腹
す
る
人
卜
云
べ
し
。

匂
司
刊
引
引
‐ゝ
ｄ
Ｊ
潤
湖
ば
、
、目

倒
ョ
副
創
劃
＝
笥
ｑ
測
明
日
馴
剖
潤
Ｊ

る
事
也
。

究
ｇ
■

此
乳
彗
だべ
黎
細
力
に
思

へ
ば
、
江
戸
の
日

利
倒
川
嘱
配
Ю
「阿ぉ
離
陸
ｄ
目
割
刊
淵
悧
翻
悧
Ч

淋
ル
を
雌
に
備
へ
ず
し
て
、
長
崎
に
の
ミ
備
ル
は
何
ぞ
や
。

（海
国
兵
談
）

/113菫 :の 接 i近 日` 本 :の  対  策

1779(安永 8)松 前藩拒否
1783(天 明 3)工 藤兵 助「赤颯夷風 脱考 」
1785(天 明 5)林 子平「三国通 覧図説」
1786(天 明 6)最 上徳 内 ら千 島探検, ウル ノ

ブ島に至 る

1791(寛 政 3)林 子平 鴨 国兵 談」
異国船渡来の際の処置を指今

林子平処罰
松平定信,安房・ 上総・ 下
総・ 伊豆・ 相模の沿岸巡視

幕府拒否,長崎回航要求

1792(3こ 1文 4).5
″      12

1793(寛 政 5)

1798(,こ IE■ 10)

1799(,こ こ文11)

18∞ (寛政 12)

1802(11TI1 2)

1805(ぅに化 2)
1806(ぅと化 3)

1807(ぅに化 4)

1803(〕に化 5)
1809(フに化 6)

1811(〕と化 8)

近藤重蔵 ら,エ トロフ島に「 大
日本恵 土 呂府」 の標柱を建つ

幕府,東蝦夷地 を直轄

伊能忠敬,蝦夷地 測量

幕府,蝦夷奉 行を置 く (後箱

館奉行 と改称 )

幕府す巨否
薪水給与令 (文化の撫仙 (ぶ
じゅつ)令 )

幕府,西蝦夷地を直結,箱館
幸行を廃 し,松前奉行を置 く
問官林蔵,樺太探検
幕府樺太を北蝦夷と改称
問宮林蔵,黒龍江地方を探検
ロシア艦長 ゴローニンらを ク
ナシ リで捕 う

幕府拒否

1825(文政 8)異 国船 打払令 (無二念打払 令 )

1838(天 保 9)高 野長英「戊成 夢物鷹」,渡辺

華山「慎 機論」を著わ し,幕府
の外交政策を非難

↓

`王

l■

`ワ

ヨR(1839)
1842(天 保13)天 保 の緩和令 (薪水給与令復

た1)

1845(弘 化 2) 幕府謝絶

1850(嘉 永 3)佐 賀藩,反射炉 を築造す る

10 代

家
↓
治

11 代

家

1778(安永 7)ロ シア船蝦夷地に来航,松前
藩に通商を求む

1792(多こ1支 4) 9 ロシア使節ラックスマン根

室に来航

1796(寛政 8)

1797(3こ I女 9) ロシア人エ トロフ島に上陸

1804(ぅに化ラこ)

1808(ぅに化 5)

1812(ぅと化 9)

1813(ぅと化 10)

1818(文 政元 )

1824(フに正文7)

1837(ラく

'18)

ロシア使節 レザノフ長崎に来

航,通商を求む

(ア レクサ ングー Iの 国書)

イギ リス軍艦フェー トン号長

崎に侵入 (フ ェー トン号事件)
→長崎奉行松平康英,引 責自
殺
高田屋嘉兵衛, クナシリ沖で
ロシア艦に捕えらる
ロシア艦高田屋嘉兵衛を送還 ,

ゴローニンと交換
イギ リス人ゴル ドン浦賀に来

航 ,通 商を求む
イギ リス捕鯨船員常陸沿岸に

上陸 して薪水を求む
イギ リス捕鯨船員薩摩の宝島
に上陸 し,野牛を奪 う

■
`_2■

船iリツ ヒ量浦賀で

砲撃 さる(モ リソン号事件 )

くアヘ ン戦争 (1840～ 1842)〉

1844(天 保15)オ ラング国王 ウィルヘル ムH
将軍に親書,開国勧告 ―――

1846(弘化 3)ヱ 4」_を 使節 r_4rピヒ浦賀に

来航 ,通商を求む ――

1852(嘉永 5)

1853(男署分く6)

(勇

子了r'詈 ;重姦

書射 ::)
オ ランダ商館長幕府にアメ リ

カ艦隊の来航 を予告
アメ リカ使節 ベ リー浦賀に来

航,通商を求む    .



1716～ 1843年

回
三
大
改
革

幕
府
を
立
て
直
せ
！

三
大
改
革
ス
タ
ー
ト

寛
政

昭 和  大 正  明 治 ■圏曰1安土桃山 室 町  鎌 倉  平 安  奈 良 古墳・飛鳥 弥 生  縄 文

18世紀初め 年貢の徴収高が停滞し、旗本・御家人

などの武士は生活が困窮。農村では、

経済の発展が階層分化を促し、農地

を手放す農民が相次いだ。

‐ 三大改革

……) 農村を土台に、武士が支配身分として

頂点に立つ構造の幕藩体制は、農民と

武士の困窮により存続の危機を迎える。

1716～45年  徳川吉宗 H師 ぶ 彊轟…………………… ・̈> 財政が安定し、幕府の権威が回復。

家康の時代を理想とし、将軍が先頭に立って改

革を断行。財政再建のため、上げ米の実施や新

田開発、税率の引き上げを行つた。

1767～ 86年  田沼意次 ………………………………………→

吉宗の改革路線を受け継ぎ、重商主義を積極化。

株仲間を奨励するなど、商人を保護したほか、殖

産興業の推進に努めた。

重商主義を否定して復古的な重農主義に転換。

農村の復興を重点とし、江戸における下層民対

策をも講じ、打ちこわしの防止を図つた。

1793～ 1841年 徳川家斉 ……………………………………… )̈
失脚した定信に代わつて実権を握るが熱意に欠け、

華美な生活を送つて幕政を混乱させた。

孫路鯰墓薫17野翌漢8 :[増ittl言

激化などにより失脚。  ていつた゛

1787～ 93年 松平定信 姉 ………………………→  時代の流れに逆行す

る政策により、改革の  天保の飢饉が起こ
効果はあがらず。   り、一揆や打ちこ

わしが頻発した。

大塩平八郎の乱 (1837年)などにより、

幕府の権威が失墜。

幕政の専制化に対する各方面からの反

発により失脚。

▼
幕府の権力衰退

1841～ 43年 水1野忠邦 赫 ………………………→

農民の離村や出稼ぎを禁じ、株仲間を解散させた。

幕府の権力強化を図り、江戸、大坂周辺の土地直

轄化を計画するが失敗。

幕
府
再
建
を
目
ざ
し
て

行
わ
れ
た
三
大
改
革
だ
っ
た
が
、

江
戸
日
本
は

世
界
有
数
の
教
育
国

江
戸
時
代
に
は
文
書
行
政
が
徹
底
さ
れ
、

人
び
と
に
は
識
字
能
力
が
求
め
ら
れ
た
た

め
、
各
地
に
た
く
さ
ん
の
寺
子
屋
が
開
設
さ

れ
た
。
江
戸
内
で
は

一
町
内
に
２
～
３
人
の

手
習
い
師
匠
が
い
た
と
さ
れ
、
全
国
に
は
５０

万
の
寺
子
屋
が
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

寺
子
屋
で
は
習
字
を
基
本
に
、
一文
字
の
読

み
書
き
を
覚
え
さ
せ
た
が
、
や
が
て
そ
ろ
ば

ん
が
加
わ
っ
た
。
女
子
の
多
い
寺
子
屋
で
は

華
道
、
茶
道
、
裁
縫
を
教
え
た
。
地
理
、
歴

史
、
道
徳
な
ど
の
初
歩
教
科
書
「往
来
物
」は
、

７
０
０
０
種
以
上
も
出
版
さ
れ
、
幕
末
に
は
、

日
本
の
識
字
率
の
高
さ
は
世
界
有
数
の
域
に

達
し
て
い
た
。

ま
た
法
令
の
整
備
や
訴
訟
の
円
滑
化
を
図
っ

て
、
改
革
は
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
。

し
か
し
、
全
国
で

一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
が

急
増
し
、
一暴
府
の
権
威
は
揺
ら
い
で
い
た
。
田

津
静
次
の
跡
を
受
け
た
老
中
檸
刊
憲
留
は
、

幕
府
の
権
威
強
化
と
財
政
難
解
消
の
た
め
、

厳
し
い
統
制
や
倹
約
を
強
行
す
る
（寛
政
の

改
革
）。
し
か
し
、
各
所
か
ら
の
反
発
が
激
し

く
、
定
信
は
失
脚
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
船
の
来
航
が
相
次
ぎ
、
飢
饉

や
大
規
模
な

一
揆
も
頻
発
。
１
８
４
１
年
に

老
中
と
な
っ
た
水
野
忠
邦
は
、
幕
府
の
再
興

を
目
ざ
し
て
改
革
を
断
行
（
天
保
の
改
革
）
。

し
か
し
、
さ
ほ
ど
の
成
果
は
あ
げ
ら
れ
ず
、
江

戸
。
大
坂
周
辺
の
土
地
直
轄
化
を
図
っ
た
上

知
令
が
出
さ
れ
る
と
大
名
や
旗
本
の
不
満
が

爆
発
。
忠
邦
は
失
脚
し
、
改
革
は
頓
挫
し
た
。

改
革
の
失
敗
は
、
幕
府
の
権
力
の
衰
退
を
露

呈
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

天
保
の
改
革
で
は
成
果
が
あ
が
ら
ず
、

幕
府
の
権
威
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

破
綻
寸
前
ま
で
陥
つ
た

幕
府
の
財
政

幕
藩
体
制
を
支
え
た
の
は
、
人
口
の
お
よ

そ
８
割
を
占
め
る
農
民
だ
っ
た
。
彼
ら
は
財

政
基
盤
で
あ
る
年
貢
の
負
担
者
と
し
て
最
重

要
視
さ
れ
、
私
生
活
に
ま
で
及
ぶ
綿
密
な
政

策
が
実
行
さ
れ
た
。

徳
川
家
の
直
轄
領
（幕
領
）
は
４
０
０
万
石

余
に
達
し
て
い
た
が
、
ワ）
」
か
ら
あ
が
る
年
貢

と
そ
の
他
の
雑
税
を
加
え
て
の
年
収
は
、
お

ょ
そ
７６
万
両
強
に
な
る
。

し
か
し
、
夏
と
冬
に
支
給
さ
れ
る
旗
本
の

俸
給
３０
万
両
余
を
引
く
と
、
残
り
は
４６
万
両
。

現
在
の
金
額
に
換
算
す
る
と
１
０
０
０
億
円

程
度
で
あ
る
。
こ
れ
で
幕
府
と
い
う
中
央
政

府
を
運
営
し
、
且
つ
徳
川
家
の
家
計
を
ま
か

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
商
品
流
通
の
飛
躍
に
よ
っ
て
物
価

が
高
騰
し
、
飢
饉
や
災
害
に
よ
る
租
税
の
減

収
が
追
い
討
ち
を
か
け
、
幕
府
の
財
政
は
火

の
車
だ
っ
た
。

再
建
に
は
い
た
ら
な
か
つ
た

幕
府
の
三
大
改
革

１
７
１
６
年
、
８
代
将
軍
に
就
任
し
た
徳

川
吉
宗
は
、
将
軍
親
政
に
よ
る
改
革
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
（享
保
の
改
革
）
。
吉
宗
は
新
田

開
発
と
倹
約
に
よ
っ
て
財
政
を
立
て
直
し
、

江戸時代中期の儒学者、政治家。大老堀田正俊などに仕えたのちに牢人し、儒学者木下順庵 (じ ゅんあん)に入門。推挙されて

徳川綱豊 (つなとよ)に仕え、綱豊が6代将軍家宣 (い えのぶ)に なると、幕政の中枢に参画した。「正徳の治」とよばれる理想主

義的政策を推進するが、家宣死後は反発が強まり、吉宗が8代将軍に就任すると失脚した。

鍵石

ｌ

К白

７２５

耕̈

Ｅ‐６５７．

江戸時代中期～後期の政治史

90



□

一
揆
と
打
ち
こ
わ
し

民
衆
に
よ
る

反
体
制
運
動
の
激
化

陸

鼻
出

羽

17～ 19世紀

明 治  ‐■■ 1安土桃山 室 町 鎌 倉 平 安  奈 良 古墳・飛鳥 弥 生 縄 文

百姓―揆の発生件数

(1590～ 1877年)     。弘前

101件～

51～ 100r卜   
‐

0
仙台

大 正

:           :   F｀ ″
l瀧∵…

■
長門

i山鳳.´´ =イ
｀`

デ 新 lrti′ r‐
べ
   :端評づずメf｀プ苅

11-1,_■11__達:   ~「

■舞替r

_      :       イ ■ ,1■ ■■:rt ~‐
~1-― ‐― ~~~ ヽ

√ _、 ! F ! 1閻  [抒亀の苛」讐簿|

江戸時代の一揆は、はじめは代表者による直訴が

多かつたが、しだいに集団による蜂起へと発展した。

長州藩による統制と米価高騰に
1

反発して、防長2州に広がつた一
|

揆。参加者は4～ 6万人ほど。  |
~~  :~~~~~~~― ‐  ‐― ―ヽ―  プ

:

浅間山噴火

の際 、避難

所となった鎌

原 (かんばら)

観音堂 (群馬

県嬬恋村 )。

150段余あっ

たとされる石

段 は泥流 に

飲み込まれ、

15段が残る。

」ヒ里予

:…僣慣葛恣
田

け83年鳴藷疑鷲

重
税
や
飢
饉
に
苦
し
ん
だ
民
衆
は

し
ば
し
ば

一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
を
起
こ
し
た
。

そ
れ
ら
は
し
だ
い
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

幕
政
を
脅
か
す
に
い
た
っ
た
。

我
慢
の
限
界
を
超
え
た

民
衆
に
よ
る
直
接
行
動

江
戸
時
代
は
「訴
」
の
社
会
で
あ
る
と
し
ば

し
ば
形
容
さ
れ
る
。
通
常
の
訴
願
か
ら
直
訴

に
い
た
る
ま
で
、
「
訴
」
の
制
度
が
広
く
認
め

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
問
題
の

解
決
に
あ
た
っ
て
、
中
世
社
会
の
よ
う
な
武

装
し
た
者
同
士
に
よ
る
実
力
闘
争
で
は
な
い
、

つ
ま
り
自
力
救
済
を
是
と
す
る
世
界
と
は
性

格
の
異
な
る
、
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
百
姓
た
ち
の
運
動

は
、
通
常
、
代
表
越
訴
型

一
揆
か
ら
大
規
模

な
惣
百
姓

一
揆
へ
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
村
役
人
層
の
村
政
運
営
を

一
般
の
百
姓

が
追
及
す
る
運
動
や
、
株
仲
間
の
流
通
独
占

に
対
す
る
合
法
的
な
訴
願
運
動
な
ど
も
発
生

し
た
。
そ
れ
ら
は
力
量
を
高
め
た
民
衆
に
よ

る
、
幕
藩
領
主
へ
の
不
断
の
「訴
」
で
あ
っ
た
と

と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
持
続
性
を

強
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
大
飢
饉
が
起
こ
る
と
、
た
ち
ま
ち
米

価
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
が
高
騰
し
て
、
江

戸
や
大
坂
な
ど
の
町
民
を
直
撃
し
、
「
打
ち
こ

わ
Ｌ

と
よ
ば
れ
る
暴
動
が
発
生
し
た
。
１
７

８
７
年
に
は
江
戸
の
米
屋
約
１
０
０
０
軒
が

襲
撃
さ
れ
、
数
日
間
に
わ
た
っ
て
無
政
府
状

態
に
な
っ
た
と
り
つ
（天
明
の
打
ち
こ
わ
し
）。

飢
餓
に
悩
ま
さ
れ
た

江
戸
時
代
の
農
民

江
戸
時
代
の
農
民
は
、
た
び
た
び
起
こ
っ

た
飢
饉
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
な
か
で
も
最
大

と
い
わ
れ
る
の
が
天
明
の
飢
饉
で
あ
る
。

１
７
８
２
年
、
東
北
地
方
を
中
心
に
冷
害

が
起
こ
っ
た
。
翌
年
に
は
、
浅
間
山
が
大
噴

火
し
、
溶
岩
流
に
よ
る
死
者
は
２
万
人
余
、

降
灰
被
害
は
１０
余
国
に
及
び
、
冷
害
と
相
ま

っ
て
大
飢
饉
に
発
展
し
た
。
麦
も
稲
も
ほ
と

ん
ど
結
実
し
な
い
完
全
な
凶
作
で
、
被
害
は

北
へ
い
く
ほ
ど
ひ
ど
か
っ
た
。
弘
前
藩
で
は
１

７
８
３
年
か
ら
８４
年
に
か
け
て
の
餓
死
者
が

８
万
人
を
超
え
、
田
畑
の
３
分
の
２
が
荒
れ

地
と
な
っ
た
と
い
つ
。
仙
台
藩
は
餓
死
者
４

万
人
、
総
高
の
９
割
の
減
収
で
あ
っ
た
と
の

報
告
が
残
っ
て
い
る
。

飢
饉
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
発
生
し
た
。

１
８
３
３
年
か
ら
は
、
冷
害
に
よ
る
天
保
の

飢
饉
が
始
ま
り
、
７
年
間
に
お
よ
ぶ
全
国
的

な
大
凶
作
と
な
っ
た
。

1耀   ・  _三 __   i  冒雰藝∬熙断PI
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江戸時代の一揆の分布

回
三
大
改
革

国
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